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月

刈

藻

集
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連
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程
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中
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に
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『
月
刈
藻
集
』
は
、
江
戸
期

に
書

か
れ

た
、
和
歌
説
話
集

で
あ

る
。
作
者

は
未
詳

で
あ

る
が
、
成
立
年
に

つ
い
て
は
、
現
存

写
本

の
内
表
紙

に

「干
時
宝
永
庚
寅
春
書

写
之
。
件
本
寛
永
午
春
ト

ア
リ
。
所

々
後
人
追
加

ア
リ
可
考
。
」
と
注
記
が
あ
る

こ
と

か
ら
、
寛
永
七
年

(
一
六

三
〇
)
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユ
 

寛
永

十
九
年

(
一
六
四

二
)

が
そ

の
下
限
と

み
な
さ

れ
て
い
る
。
内
題

の
下
に

「人
語
随
筆
時
代
不
同
」
と
注
記
が
あ

る
如
く
、
多

く

の
説
話

の
冒

頭
が

「
人
語

云
」

と

い
う
語

で
始
ま

り
、
伝
聞
し
た
話
が
時
代
順
不
同

の
ま
ま
、
聞
き
書
き
風
に
集
め
ら
れ

て
い
る
。

 
さ

て
、
『
月
刈
藻
集
』
に

は
、
慈
恵
大
僧

正
良
源

(九

一
二
～
九

八
五
)
に
関
す
る
和
歌
説
話
が
、

一
話
収
録
さ

れ

て
い
る
。
本
話
も
冒
頭

に

「
人
語
り
て
云
は
く
」
と
あ

り
、
何

ら
か

の
出
典
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
直
接

の
出
典

は
不
明
で
あ

る
。

し
か
し
な

が
ら
、
本
話

に
先

行
す

る
説
話

の
申

に
、
本
話
中

に
見
え

る
和
歌
と
類
似

し
た
和
歌
が
読
み
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
と

の
関
係
が
示
唆
さ
れ

る
。
本
稿

で
は
、

関
連
す

る
各

説
話

に
お
け
る
諸
要
素

の
考
察

か
ら
、
説
話
間
に
お
け

る
混
乱

の
要
因
を

明
ら
か
に
し
、
本
話

の
成
立
過
程
に

つ
い
て
仮
説
を
立

て
、
検

証
す

る
。
加
え

て
、
良
源
像

の
変
遷
と
本
話

の
関
係
に

つ
い
て
付
言
す

る
。
な

お
、
『
月
、刈
藻
集
』

の
本
文

は
、
『
続
群
書
類
従
』
を
使



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ 
ね

用

し
、

適

宜

諸

本

と

の
校

異
を

示

す
。

一
、
『
月
刈
藻
集
』

に
見
え
る
良

源
関
連
説
話

 

良
源

は
、

平
安
中
期
に
活
躍

し
た
天
台
宗

の
僧
侶
で
あ

る
。
第
十

八
代
天
台
座
主
を
務
め
、
学
問

の
奨
励
や
堂
舎

の
復
興

に
力
を
尽
く
し
、

比
叡
山

の
中

興

の
祖
、

と
さ
れ

る
。

朝
廷
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
冷
泉

天
皇
が
東
宮
時
代
に
は
、
東
宮
護
持
僧

も
務

め
、
最
終
的
に
は
僧
官

の

最

高
位

「大
僧

正
」

に
補

せ
ら
れ
た
。

又
、
そ

の
験
徳
も

称
え
ら
れ

て
お
り
、

没
後
ま
も
な

い
時

期
か
ら
信

仰

の
対
象

と
な

っ
た
。
『
月
刈
藻

集
』

下
巻

に
は
、
良

源
に
関
す

る
次

の
説
話
が
見
え
る
。

 
 

人
語

云
。

円
融
院

ノ
御
時

二
慈
恵
僧
正
ウ
チ

ヘ
マ
イ
リ
タ

マ
ヒ
。
女

二
五

ノ
障

ノ
経
文
イ
ト
ト

フ
ト
ク
講

シ
タ

マ
フ
。
御
廉

ノ
中

ヨ
リ
ア

 
 

ル
女
房
詠

テ
日
ク
。

 
 
 

マ
マ

 
 
 

後

ヨ
リ
無
漏
地

二
通

フ
釈
迦
タ

ニ
モ
羅
喉
羅
力
母

ハ
有
ト
聞
ナ
リ

 
 

ト
ナ

ン
キ

コ
ペ
シ

ニ
僧
正
返
シ

ニ
。

 
 
 

否

ヤ
イ

ナ

ン
キ
テ

モ
見

ヘ
キ

カ
イ
カ
グ

リ
ノ

ヱ
メ

ハ

一
度
落

モ
社

セ
メ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
八
十
～
八
十

一
頁
)

 

右

は
、
円
融
院

の
御
治
世
に
、
慈
恵
大
僧
正

(良
源
)

が
宮
中
に
参
内

し
て
、
女
性
に
は
五

つ
の
障

り
が
あ

る
と

い
う
経
文
を
大
変
尊

い
様

子
で
講
義
な
さ

っ
た
、
そ

の
折

に
御
簾

の
中
か
ら
女
房
が
歌
を
詠

み
か
け
、
良
源
が
そ
れ
に
答
え
た
、

と

い
う
話
題

で
あ

る
。

こ
こ
で
詠
ま
れ

た
、
女

房
と
良
源

の
和
歌

に

つ
い
て
解
釈
を
試

み
る
。

 

ま
ず

、
女
房
が
良
源

に
歌

い
か
け
た
和
歌

は
、
諸
本
間

で
本
文

に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
続
群
書
類
従
本

で
は
、
初
句
が

「後

ヨ
リ
」
と
あ
る

が
、
静
嘉

堂
文
庫

・
実
践
女
子
大
学
所
蔵
本

に
は

「ウ

ロ
シ
ョ
リ
」
と
あ
る
。

こ
の
表
記

の
内
、
続
群
書
類
従
本

に
従
う
と
、

和
歌

の
意
味

が

と
り

に
く

い
。

又
、
第

二
句
に

「無
漏
地
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
文
庫

・
実
践
女
子
大
学
所
蔵
本

の

「ウ

ロ
シ
」
は

「有
漏

地
」
と
考

2



え

ら
れ
る
。

有
漏
地
と

は
、
汚
れ
や
煩
悩

に
汚
さ

れ
た
迷

い
の
世
界
を
指

し
、
無
漏
地
と
は
、
汚
れ
が
全

て
滅

し

つ
く
さ

れ
た
清
浄
な
世
界
を

い
う
。
有
漏

地
と
無
漏
地
は
、
対
立
す

る
概
念

で
あ

り
、
『
弘
安
十
年
本
古
今
集

歌
注
』
に
は
、

「有
漏
地
」
と

「無
漏
地
」
を

一
対
に
し
て
読

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハさ
 

み
込
ん
だ
、
次

の
和
歌
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

 
 

ウ

ロ
ヂ

ヨ
リ
ム
ロ
ヂ

ニ
カ
ヨ
フ
ホ
ト
ト
ギ
ス
ヒ
ト
カ
タ
ナ
ラ
ヌ
ネ
ヲ
ヤ
ナ
ク
ラ
ン

 
 
有
漏
路

余
里
無
漏
路
爾

通

郭

公
不

一
方
音
於
鳴
覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(片
桐

洋

一
著

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題

2
』
、
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
四
十
八
、
三
六
〇

頁
)

 

こ
の
和
歌
は
初

句

・第

二
句

の
表
現
が
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
和
歌
と
同

}
で
あ
り
、
有
漏
地
と
無
漏
地
が

一
対

で
和
歌

に
読

み
込
ま
れ
た
先

例

の

一
っ
で
あ
る
。
意

味

の
上
か
ら
も
、
表
現

の
先
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
『
月
刈
藻
集
』

の
和
歌
は
、

 
 
有
漏
地

よ
り
無
漏
地
に
通
ふ
釈
迦
だ
に
も
羅
喉
羅
が
母

は
有

る
と
聞
く
な
り

と
す
る

こ
と
が
適

当

で
あ
ろ
う
。

「う

ろ
し
」
と

「
う
し
ろ
」
は
字
句
が
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
続
群
書
類
従
本

で
は
混
同
さ
れ
た

の
で
は
な

い

だ

ろ
う
か
。

 
女
房

が
良
源

に
歌

い
か
け
た
、

こ
の
和
歌

の
意
味

は
、

「煩
悩

に
汚
さ
れ
た
迷

い
の
世
界
か
ら
清
浄

の
世
界

へ
と
往
来
す

る
お
釈
迦
様

で
さ

え
、

そ

の
子
羅
喉
羅

の
母
は

い
る
と
聞

い
て
い
る
。
」

で
あ

り
、

「悟
り
を
開
い
た
お
釈
迦
様

で
も
、
男
女

の
契

り
を
交
わ
し
た
女
性
が

い
る
と

聞

い
て

い
る
。

だ
か
ら
、
貴
方
も

こ
ち
ら
に

い
ら
し
て
は
如
何
か
。
」

と

い
う
、
女
房
か
ら

の
誘

い
の
歌
、
と
解
釈

で
き
る
。

 
次

に
、
良

源
が
女
房
に
答

え
た
和
歌
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

こ

の
和
歌

の
本
文
に
異
同
は
な

い
。
良

源

の
返
歌

は
、
次

の
通
り
で
あ

る
。

 
 

否
や

い
な
ん
き

て
も
見

べ
き

か
い
が
ぐ
り

の
笑

め
ば

一
度
落
ち
も

こ
そ
せ
め

 

こ
の
和
歌

の
意

味

は
、

「
い
や

い
や
、
立
ち
去
ろ
う
。

来
て
も
対
面
す

る
べ
き

で
あ
ろ
う

か
。

(否
、
対
面
す

る
べ
き

で
は
な

い
)

い
が
ぐ
り

が
笑

っ
た
ら

(割

れ
た
ら
)
最
後
、
落
ち

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
か
ら
。
」
と
な
る
。
第
三
句

・
四
句

の

「
い
が
ぐ
り
」
が
笑
う
と
は
、

「
い

が
ぐ
り
」
が
割

れ
る
様

子
を
表

し
て
お
り
、
女
房

の
笑

い
顔
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

「
い
が
ぐ
り
」
が
熟

し

て
割
れ

る
意
と
笑

い
顔

に
な

る
意

を

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考

3



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 き

か
け

て
、

「
い
が
ぐ
り
」
と

「え
む
」
と

い
う

二

つ
の
語
を
読

み
込
ん
だ
和
歌

は
、

こ
の
他

に
も
数
例

み
え

る
。

つ
ま
り
、

こ
の
歌
は
、

「貴
女

が
お
笑

い
に
な

っ
た
ら
、
戒

を
破

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
か
ら
、
対
面
せ
ず
に
立
ち
去

ろ
う
。
」
と

い
う
、
良
源
が
女

房
か
ら

の
誘
惑
を
退

け
、
対
面
を
断

っ
た
歌

で
あ

る
。

 
本

話
は
宮
中

を
舞
台

に
、
軽
妙
な

和
歌

の
贈
答
を
描

い
て
い
る

こ
と
か
ら
、

一
方

で
は
、
宮
中

に
お
け
る
社
交

の
様
子
を
伝

え
る
説
話
、
と

い
う
側
面
が
あ

る
。

又
、
他
方

で
は
、
女
房

の
誘
惑

を
退
け
た
良
源

の
姿
を
描

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
犯
を
戒

め
、
道

心
を

堅
持

し
た
高
僧

の
姿
を
伝
え
る
説
話
、

と

い
う
側
面
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
重
き
が
お
か
れ
る
か
に
よ

っ
て
、

こ
の
説
話

の
主

題
は
変
わ

っ
て
く
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、

「
四
、
『
月
刈
藻
集
』

下
巻

に
お
け

る
本
話

の
位
置
ー
良
源
和
歌
説
話

の
成
立
1
」

で
明
ら
か
に
す
る
為
、

こ
こ
で
は
、
本
話

に
は

二

つ
の
側
面
が
あ

る
、
と

い
う

こ
と
を
指
摘
す

る
に
留
め
る
。

 
さ

て
、
冒
頭

で
も
述

べ
た
が
、
現
時
点
で
、
本
話

の
典
拠
を
明
確

に
提
示
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、

類
似
す

る
和
歌
を
含

む
説
話

を
指
摘
す

る

こ
と

は
、
可
能

で
あ

る
。
次
に
、

そ
れ
ら
に

っ
い
て
考
察
を
加
え
、
本
話
と

の
関
係
を
探

る
。

4

二
、
説
話

の
背
景
①
1
女
房
と
良
源
の
和
歌
1

 
女
房
が
良
源

に
詠

み
か
け
た
和
歌

は
、
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』

(耽
空
著
、
嘉
禎
三
年
、

一
二
三
七
成
立
)
に
見
え

る
。
本
書

は
法
然

の
伝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヨ
リ

記
で
あ

る
が
、

こ
の
記
述

は
以
降

の
法
然
伝

『
法
然
聖
人
絵
』
・
『
法
然
上
入
伝
絵
詞
』
・
『
拾
遺
古
徳
伝
』

に
も
引
き
継
が
れ

て

い
る
。

 
 
室
泊

に

つ
き
給
け
れ
は
君
た
ち
ま

い
り
侍

け
り
。
む
か
し
小
松
天
皇
、
八
人
の
姫
宮
を
七
道

に

つ
か
は
し

て
、
君

の
名
を
と

》
め
給
中

に
、

 
 

天
王
寺
別
当
僧
行
尊
拝
堂

の
た
め
に
く
た
ら
れ
け

る
日
、

江

口
神
崎

の
君
達
、
御
船
ち

か
く
ふ
ね
を

よ
せ
け
る
時
、
僧

の
ふ
ね

に
、

み
く

 
 

る
し
く
や
申
け
れ
は
、
神
歌

を
う
た

ひ
い
た
し
侍
け
る
。

 
 
 

う
ろ
ち

よ
り
む
う
ち

に
か
よ
ふ
釈
迦
た
に
も
羅
喉
ら
が

は

墨
は
あ
り
と

こ
そ
き
け



 
 

と
打

い
た
し
侍
け
れ
は
、
さ
ま
/
＼

の
纏

頭
し
給
け

る
。

(句
読
点
、
畑
中
)

 
 
 
 
 
 
 

(法
然
上

人
傳
研
究
会
編

『
法
然
上
人
傳

の
成
立
史
的
研
究
』
第

二
巻
、
臨

川
書
店
、
昭
和
三
十
六
、

二
四
八
～

二
四
九
頁
)

 
右

は
、
法
然

が
室

の
泊
に
到
着

し
た
時
に
、

「君
た
ち
」

(遊
女
)
が
参
上

し
た
と

い
う
記
述
で
、
天
王
寺

別
当
行
尊

(
一
〇
五
五
～

一
=
二

五
)

に
関
わ

る
、

一
っ
の
逸
話
が
紹
介

さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
行
尊

が
拝
堂

の
為
に
下
向
し
た
日
、
江

口
神
埼

の
遊
女
達
が
船

を
近

寄

せ
て
き
た

の
で
、

「僧
侶

の
船

に
、

(遊
女

の
船
が
近
づ
く
と

は
)
見
る
に
耐
え
な

い
。
」
と
言

っ
た
。

そ
れ

に
対
し
て
、
遊
女
が

「清
浄
な
世

界

に
住

ん
で

い
る
お
釈
迦
様

で
さ
え
、

そ

の
子
羅
喉
羅

の
母
は

い
る
と
聞

い
て
い
る
。
」
と
声
を
上
げ

て
唱
え
た

の
で
、

(感
心

し
て
)
色

々
の

祝
儀
を

し
た
、
と
あ
る
。

こ
こ
で
詠
ま
れ
た
歌
は
、
最
後

の
句

が

「あ
り
と

こ
そ
き
け
」
と
な

っ
て
お
り
、

「有
ト
聞
ナ
リ
」
と
す

る

『
月
刈
藻

集
』

と
異
な

る
が
、
他

の
部
分
は
同
文

で
あ

る
。
な

お
、
本
書

に
お

い
て
は
、

こ
こ
で
話
題
が
閉
じ

て
お
り
、
行
尊
が
返
歌

を
し
た
、
と

い
う

記
述

は
見
え
な

い
。

又
、
良
源
に

は
、

こ
の
よ
う
な
遊
女

と

の
逸
話
は
伝
わ

っ
て
い
な

い
。

 
良
源

の
返
歌
に

っ
い
て
は
、
『
古
今
著
聞
集
』

(橘
成
季
編
、
建

長
六
年
、

一
二
五
四
成
立
)
所
収

の
道
命

(九
七
四
～

一
〇

二
〇
)
に
関
す

る
説
話

に
、

近
似

し
た
和
歌
が
載

る
。

次
に

『
古
今
著
聞
集
』
第
八
巻

「道
命

阿
閣
梨
歌

を
以
て
和
泉
式
部

に
答
ふ
る
事
」
を
示
す
。
な

お
、

こ
の
話

題
に
類
話

は
見
ら
れ
ず
、
良

源
が
和
泉
式
部
と
関
わ
る
説
話
も
、
管
見
に
よ
る
と
、

現
時
点
で
見
出
す

こ
と
は

で
き
な

い
。

 
 
道
命
あ
ざ

り
と
和
泉
式
部
と
、

ひ
と

つ
車

に
て
物

へ
行
け
る
に
、
道
命
う
し
ろ
む
き

て
ゐ
た
り
け
る
を
、
和
泉
式
部

「な
ど

か
く
は
ゐ
た

 
 

る
ぞ
」

と

い
ひ
け
れ
ば
、

 
 
 

お
そ

ろ
し
や
む
き
と
も
む
か
じ

 
 
 
よ

し
や

よ
し
む
か
じ
や
む
か
じ

い
が
栗

の
え

み
も
あ

ひ
な
ば
落
ち
も

こ
そ
す
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十

一
、

二
五

二
頁
)

 
右

は
、
「好
色

」
に
分
類
さ
れ

る
説
話

で
、
道
命
と
和
泉
式
部
が
車
に
同
乗

し
、
外
出

し
た
時

の
逸
話
で
あ
る
。
道
命
が
車

の
中

で
、
後

ろ
を

向

い
て
座

っ
て

い
る

の
で
、
和
泉

式
蔀

が

「ど
う

し
て
こ
ん
な
風
に
座

っ
て
い
る
の
か
。
」
と
尋
ね
た
所
、
道
命
が

「そ
ち
ら
を
向

い
て
、
貴
女

『
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藻
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』
良
源
関
連
説
話
考
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が
笑

い
顔

に
な

ら
れ
た
ら
、
車
か
ら
落
ち

て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら

(戒
律
を
破

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
)
。
」
と

い
う
意
味

の
和
歌
を
詠

ん
で

答
え
た
、
と
あ

る
。

こ
こ
で
詠
ま
れ
た
歌

は
、
初
句

が

「よ
し
や
よ
し
」
と
あ
り
、
『
月
刈
藻
集
』

の

「
否
ヤ
イ
ナ

ン
」
と
異
な

る
ほ
か
、
多
く

の
字

句
が
異
な

る
。

し
か
し
、
「
い
が
ぐ
り

の
え
み
」
と

い
う
語
を
用

い
て
、
相

手
の
魅
力
的
な
様

子
を
表
現
し

て
い
る
点
や
、
そ

の
魅
力
的
な

咲
顔

に
よ

っ
て
、
自
分

は
戒
律
を
破

っ
て
し
ま
う

こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
そ
ち
ら
を
向
く
ま

い
、
と
述

べ
る
点
な
ど
、
良
源

の
和
歌
と

同
じ

発
想

で
詠

わ
れ
て
お
り
、
近

い
関
係

に
あ
る
。

 

こ
の
よ
う

に
、
行
尊

・道
命

に
関
す

る
説
話
に
は
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
と
近
似
す

る
稲
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
何
ら
か

の
関
係

が
示
唆
さ

れ
る
。

そ

こ
で
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
と

こ
れ
ら
の
説
話

に

っ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
共
通
点

と
相
違
点
を
整

理
を
す
る
。

 
ま
ず
、
『
月
刈
藻

集
』

所
収
話

の
舞
台

は
、

「円
融
院

ノ
御
時
」

(平
安
中
期
)

の
宮
中

に
設
定
さ
れ

て
い
る
。

登
場
人
物
は
、
良
源
と
女
房

で
、

説
話
は

二
人

の
贈
答
歌

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
説
話

に
は
、
宮
中
で
女
房
と
和
歌

の
贈
答

を
す

る
僧
侶

の
姿

・
女

犯
を
戒
め

道

心
を
守

っ
た
僧
侶

の
姿

が
描

か
れ

て
お
り
、
説
話

の
主
題

は
、

ど
ち
ら
に
主

眼
が
お
か
れ
る
か
に
よ

っ
て
変

わ
る
。

 

そ
れ
に
対

し
て
、
行
尊

・
道
命

の
説
話
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ

の
舞
台
設
定
が
、
行
尊

が
天
王
寺
別
当

で
あ

っ
た
時
代

(平
安
後
期
)

の
船
上
、

道
命

が
活
躍

し
た
時
代

(平
安
中
期
)

の
車
中

で
あ
り
、

平
安
時
代

と

い
う
点

で
は
共
通
す

る
が
、
場
所
に

つ
い
て
は

『
月
刈
藻
集

』
所
収
話

と
異

な
る
。

又
、
登
場
人
物
に

っ
い
て
も
、
行
尊
と
遊
女
、
道
命

と
和
泉
式
部

と
あ
り
、
男
女

一
組
ー

僧
侶
と
女
性
ー

と

い
う
点

で
は
共
通
す

る
が

、
そ
れ
ぞ

れ
全
く
別

の
人
物

で
あ

る
。
更
に
、
説
話

の
構
成
も
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
が
贈
答
歌

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る

の
に
対
し

て
、

行
尊

・
道

命

の
説
話

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
遊
女

の
歌
、
道
命

の
和
歌
で
構
成

さ
れ

て
お
り
、
和
歌

の
贈
答
が
な
さ

れ

て
い
な

い
点

で

『
月
刈

藻
集

』
と
異

な
る
。
加

え
て
、
行
尊

の
説
話
は
、
遊
女

の
船

が
近
づ
く

こ
と
を
退
け
た
、
僧
侶

の
態
度
を
批
判
す

る
内
容

で
あ
り
、
「遊
女

に
戒

め
ら
れ
た
僧
侶
」
が
主
題
と
し
て
描

か
れ

て
い
る
。

又
、
道
命

の
説
話
は
、
色

好
み
で
有

名
な
和
泉
式
部
と
車
に
同
乗
し
、
遊
戯
的
な
歌

を
詠

む
と

い
う
内
容

で
、

「色
好

み
の
破
戒
僧
」
を
描
く

こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、

両
話

に
お
け
る
主
題

は
、
『
月
刈
藻
集
』

所
収
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話

の
主

題
と
性
質

を
異

に
し
て
い
る

の
で
あ

る
。

以
上
か
ら
、
各
説
話
は
、
時
代
が
平
安
時
代
、
登
場
人
物

が

「僧
侶
と
女
性
」
と

い
う
男
女

一
組
、

和
歌
を
中

心
に
し
た
話
題
構
成

、
と

い
う
共
通
点
は
あ

る
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別

の
説
話

で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

 
『
月
刈
藻
集
』

所
収
話

で
は
、
先
行
す

る
説
話

に
見
え

る
、
遊
女

の
和
歌
と
道
命

の
和
歌
と
が
、

一
対

に
な

っ
て
説
話
が
構
成
さ
れ
て

い
た
。

本
話

の
成
立

に
は
、
行
尊
と
道
命

の
説
話
が

一
体
化
し
、
登
場
人
物
が
良
源

に
入
れ
替
わ

っ
た
、
と

い
う
過
程
が
推
測

で
き
る
。

で
は
、

こ
れ

ら
全

く
別

の
説
話

は
、
如
何
な

る
混
乱
を
経

て

一
体
化
し
た

の
だ

ろ
う
か
。
次
に
、
混
乱

の
要
因
を
探

る
た
め
、
行
尊

と
道
命

の
人
物
像

に

つ

い
て
明
ら

か
に
す

る
。

三
、
説
話

の
背
景
②
1
人
物
像
1

 

ま
ず
、
行
尊
と
道
命

に

つ
い
て
概

略
を
示
す
。

 
行
尊

は
、

天
台
宗
寺
門
派

に
属
し
、

平
等
院
大
僧
正
と
も
呼
ば
れ
た
、
平
安
後
期

の
僧
で
あ

る
。

参
議
源
基
平

の
子

で
、

小

一
条
院

の
孫

に

当

る
。
永
久

四
年

(
一
一
一
六
)
、
園
城
寺
長
吏

に
補

せ
ら
れ
、
山
門
衆
徒

の
為

に
全
焼

し
た
、
園
城
寺

の
再
興
に
力
を

尽
く
し
た
為
、
寺

門
中

興

の
祖

と
仰
が
れ

た
。

又
、

そ
の
験
徳

の
高
さ

か
ら
、
鳥

羽
天
皇

の
護
持
僧
を
務

め
、
宮
廷

か
ら

の
信
頼
も
厚

か

っ
た
。

更
に
、
諸
寺

の
別
当

を
兼

ね

て
お
り
、
逸
話
中

に

「
天
王
寺

別
当
」
と
あ
る
如
く
、

元
永

元
年

(
=

一
八
)
五
月

に
、

天
王
寺
別
当

に
補
さ

れ
た
。

又
、
歌
人
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハお
 

し
て
も
知

ら
れ
、
勅
撰
集

に
和
歌
が
入
集

し
て

い
る
。

 
道

命

は
、
平
安

中
期

の
僧

侶

で
あ

る
。
大
納

言
藤

原
道
綱

の
子

で
、
『
蜻
蛉

日
記
』

の
作
者
藤

原
道

綱
母

の
孫

に
当

る
。
『
尊
卑

分
脈
』

に

「能
読
/

天
王
寺

別
当

 
寄
人
/
阿
闊
梨
」
と
注
記
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
阿
閣
梨

の
位
を
授
け
ら
れ
、
天
王
寺

の
別
当
を
務

め
た
こ
と
、
『
法
華

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 マ
 

経
』

の
講
読

に
優

れ

て
い
た

こ
と
、
歌

人
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

又
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
は
、
道
命

が
良
源

の
弟

子
で
あ

っ

た
、

と

い
う
記
述

が
見
え

る

(後
出
)
。
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こ
こ
で
、

二
人

の
経
歴
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
良
源
と
混
同
さ
れ
た
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
行
尊

と
良
源

は
、
共
に
宮
廷
と
親

し
い
関
係

に
あ

り
、
皇
族

の
護
持
僧
を
務

め
た

こ
と
、
朝
廷

か
ら
僧
官

の
最
高
位

「大
僧

正
」
♪
に
補

せ
ら
れ
た

こ
と
な
ど

で
共
通
す

る
。

又
、

両
者

は
、
寺
院

の
最
高
責
任
者

で
あ
る
天
台
座
主

(良
源
)
・園
城
寺
長
吏

(行
尊
)
と
し
て
、
堂
舎

の
再
興
に
力
を
尽
く
し
、
中
興

の
祖
、
と

言
わ

れ
た
点
も

同
じ
で
あ

る
。

し
か
し
、
右
に
挙
げ
た
共
通
点

は
あ
る
も

の
の
、
両
者

に
は
大
き
く
相
違
す

る
点
が
あ
る
。
ま
ず

、
年
齢
が
約

一
五
〇
年
も
隔

た

っ
て
お
り
、
世
代
が
異
な
る
。

又
、
良

源
が
天
台
宗
山
門
派
に
、
行
尊
が

そ
れ
に
対
立
す

る
寺
門
派
に
属

し
て
お
り
、
所
属

す

る
寺
院
が
異
な

る
。

こ
れ
ら

の
点
か
ら
、
両
者

に
関
す
る
記
憶
が
新

し
い
時
代

に
、

二
人
を
混
同
す

る
こ
と
は
考
え

に
く

い
。

で
は
、
時
代

が

下
が
り
、

そ

の
年
齢
差
や
所
属
が
問
題
と
な
ら
な

い
段
階

で
あ
れ
ば
、
両
者
を
混
同
す
る
可
能
性
が
あ

る
だ

ろ
う
か
。
確

か
に
、
そ

の
可
能

性

は
皆
無

で
は
な

い
。

し
か

し
、
良
源
が
死
後
、
信
仰

の
対
象
と
な
り
、

民
衆

に
ま

で
広

く
尊
崇
さ
れ
た

人
物

で
あ
る

こ
と
、
良
源

に
遊
女

と

の
説

話
が
伝
わ

っ
て

い
な

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
時
代
が
下
が

っ
た
段
階

で
も
、
両
者

を
混
同
す
る
可
能
性

は
少
な

い
と
考
え

る
。

 
次

に
、
道
命

の
経
歴

で
は
、
良
源
と
師
弟
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
に
注
意
す

べ
き
で
あ

る
。
良
源
と
道
命

が
師
弟
と

い
う
、
極

め
て
近

い
関
係

に
あ

っ
た

こ
と

は
、
両
者

の
説
話
が
混

同
さ

れ

る
要
因
と
成

り
得

る
。

っ
ま
り
、

元
は
弟

子

(道
命
)

の
話
題

で
あ

っ
た
も

の
が
、

そ

の
師

(良
源
)

の
話

題
と
取
り
違
え
ら
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
更
に
、
道

命

の
経
歴

で
は
、
行
尊
と
同
じ
く

「
天
王
寺
別
当
」

の

役
職

に
補
さ

れ

て
い
る
こ
と

に
も
注

目
し
た

い
。

 
さ

て
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
は
、

「女

二
五
ノ
障

ノ
経
文
」
(『
法
華
経
』
か
)

の
講
義

を
終
え
た
良
源
が
、
女

房
に
和
歌
を
詠
み
か
け
ら

れ
、

そ
れ
に
返
歌
を

か
え
す
、
と

い
う
説
話

で
あ

っ
た
。

こ
の
話
題
か
ら

は
、
和
歌

・
『
法
華
経
』
・
女
性
と

い
う
、
鍵

に
な
る
言
葉
を

見
出
す

こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お
 

が

で
き
る
。
故

に
、

こ
の
言
葉
に
着

目
し
て
、
行
尊

・
道
命

の
人
物
像
を
確
認
し
、
本
話
と

の
関
わ

り
に

つ
い
て
考
え

る
。

8

(1
)
和
歌

に
関
す

る
評
価



 
行
尊

と
道
命

は
、
共

に
優
れ
た
歌
人
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
行
尊

に

つ
い
て
書
か
れ
た

『
今
鏡
』

(講
談
社
学
術
文
庫
㈲

、
昭
和

五
十
九
、
二

二
四
頁
)
「平
等
院

僧
正
行
尊
」
に
は
、
「僧
正
歌
詠
み
に
お

は
し
て
、
代

々
の
集
ど
も
に
も
多

く
入
り
給

へ
る
と
こ
そ
聞
き
侍

れ
。
」
と

の
人
物

評
が
記
載

さ
れ

て
い
る
。
行
尊

が
優
れ
た
歌
人

で
あ

っ
た
、
と

い
う
逸
話
は

『
撰
集
抄
』
な
ど

の
説
話
集

に
も
散
見
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
た
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

物
像

で
あ

っ
た
と

い
え

る
。
道
命
も

又
、
申
古
三
十
六
歌
仙

の

一
人
に
数
え
ら
れ

て
お
り
、
『
梁
塵
秘
抄
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、

昭
和

四
十
、
三
四
三
頁
)
に
は

「和
歌

に
す

ぐ
れ

て
め

で
た
き
は
、
人
丸
赤
人
小
野

の
小
町
、
躬
恒
貫
之
壬
生

の
忠
琴
、
遍

昭
道
命
和
泉
式
部
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 の
 

と
、
和
歌

の
名

手
と

し

て
列
挙
さ
れ

て
い
る
。

 
歌
人
と

し
て

の
印
象
が
強

い
両
者
に
対
し
て
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話

の
主

人
公
、
良
源

は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
良
源

に
は
、
和
歌

に
関
す

る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユ

逸
話
が

『
月
刈
藻
集
』
を
除

く
と
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
歌
人
と
し
て

の
印
象

は
極

め
て
希
薄

で
あ

る
。
良
源
と
和
歌

に
接
点

が
殆
ど
見
ら
れ
な

い

点
や
、
『
月

刈
藻
集
』

所
収

話
が
和
歌
説
話

で
あ

る
点
を
鑑

み
る
と
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話

は
、
歌
人
と
し
て
著
名

で
あ

っ
た
、
行
尊
や
道
命

に
こ
そ
ふ
さ
わ

し

い
感
が
あ

る
。

9

(2
)

『
法
華
経
』

に
関
す

る
説
話

 
道
命

が

『
法
華

経
』
を
受
持

し
、
そ

の
験
徳
が
明
ら
か
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

「天
王
寺

の
別
当
道
命
阿
閣
梨
」

に

詳
し

い
。

次

に
そ

の
冒
頭
部
を
挙
げ
る
。
な

お
、
行
尊

に
は

『
法
華
経
』

に
関
す

る
説
話
は
見
え
な

い
。

 
 
 
道
命

阿
閣
梨

は
、
傅

大
納
言
道
綱
卿

の
第

一
男
な

り
。
①

台

、

慈
恵

僧

の
弟

な

り

幼
少

の
時
、

比
叡
山

に
登
り
て
、
仏

 
 
道

を
修

行
せ
り
。

法
華
経

に
お

い
て
、

一
心

に
読
持

し
て
、
更
に
他

の
こ
と
な
く
、

一
年
に

一
巻
を
踊
し

て
、

八
年

に

一
部
を
論
せ
り
。

処

々
の
霊
験

の
勝
地
を
巡
礼
し

て
、
薫
修
年
尚
し
。
就
中
に
、
②
そ

の

戸
 
妙
幽
美

に
し

て

曲
を
加
 

 

日
 
を
 
さ
 
と

い
 

と
も

f

、
に

戸
を
出
 
に
、
聞
く
 
 
頑
け

て
、 

喜
≡ 
 

り
 
 
 
 

 
 

(
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書

店
、
昭
和
四
十
九
、

一
六
四
頁
)

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考



 
右

に
は
、
冒
頭

で
道
命

の
出
自
が

示
さ
れ
、

「天
台
座
主
慈
恵
大
僧
正

の
弟

子
な
り
」

(傍
線
部
①
)
と
、
道
命
が
良
源

の
弟

子

で
あ

っ
た

こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
 

と
が
記
さ

れ
て

い
る
。
同
様

の
記
述

は

『
今
昔

物
語
集
』
・
『
元
亨
釈
書
』

に
も
見
え
、

よ
く
知
ら
れ
た
師
弟

関
係

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
続

い
て
、
道
命

が

『
法
華
経
』
を

一
心

に
読
持
し
、
仏
道

に
励
ん
だ
様
子
が
語
ら
れ
る
。

又
、
『
法
華
経
』
を
諦
す

る
声

が

「微
妙
幽
美
」
で
、
聴

聞

し
た
人
が
随
喜
讃
嘆

し
た

(傍
線
部
②
)
と
あ
り
、
読
経

の
声
が
優

れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
話

題

の
後

に
は
、
諸
神

が
道

命

の
読
経
を
聴
聞

に
来

る
話
題
、
道
命

の

『
法
華
経
』
読
諦
に
よ
る
功
徳

で
、
悪
霊
に
取
り
付

か
れ
た
女

の
病
が
治

っ
た
、
と

い
う
話
題
が
続

く
。

こ
の
よ
う

に
、
『
大

日
本
国
法
華
経

験
記
』

に
、
道
命

は

一
貫
し
て
、
優

れ
た

『
法
華
経
』
受
持
者

・験
徳

の
高

い
人
物

と
し
て
描

か
れ

て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ムお
 

い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
命
像

は
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
初
め
、
多
く

の
書

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
広
く
知
ら
れ
た
人
物
像

で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 に
ソ

な

お
、

験
力

に
優

れ

て

い
た
、

と

い
う
人
物
像

は
、
行
尊

に
も
良
源

に
も
共
通
す

る
。
特

に
、
行
尊

に
関

し
て
は
、
『
今
鏡
』

に

「名
高

き
験

者
」
と
評

さ
れ

て
お
り
、
物

の
怪
に
取
り
懸
か
れ
た
待
賢
門
院
を

そ
の
験
力

で
治
療

し
た
、
と

い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

こ

の
よ
う
に
、

道
命

と
行
尊

は
、
女
性
を
験

力
で
治
療

し
た
僧
侶
、
と

い
う
点

で
重
な

る
。

 

さ

て
、
『
今
昔
物

語
集
』

(日
本
古
典
文
学
大
系

24
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
)
に
は
、
道
命

に
関
す

る
興
味

深

い
逸
話
が
収
録
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ

は
、

「
凡
ソ
、
経

ノ
ミ

ニ
非
ズ
、
物

云
フ
事
ゾ
、
極
テ
興
有
テ
可
咲

カ
リ
ケ

ル
。
」
と
評
さ
れ
る
、
宮
中
女
房
と

の
逸
話

で
あ
る
。

 
 

中
宮

二
阿
闊
梨

ノ
参
タ
リ
ケ

ル

ニ
、
女
房

ノ
問
ケ

ル
様
、

「引
経

ニ
ハ
何

ク
カ
貴
ク

ハ
有

ル
」
ト
。

阿
閣
梨
、

「
琵
琶

・
饒

・
銅

銭
ト
云

フ

 
 

所

コ
ソ
引

ク

ニ
ハ
貴

ケ

レ
」
ト
答
ケ

レ
バ
、
女
房
イ

ミ
ジ

ウ
咲
ケ
リ
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
九
六
頁
)

 
右

に
は
、
中
宮

に
参
上

し
た
道
命
阿
閣
梨

に
対
し
て
、
宮
中
女
房
が

「引
経

ニ
ハ
何
ク
カ
貴

ク

ハ
有

ル
」
と
問

い
か
け
た

の
に
対
し
、
道
命

が

「琵
琶

∴
饒

・
銅
鍼

ト
云

フ
所

コ
ソ
引
ク

ニ
ハ
貴
ケ

レ
」
と
答

え
た
の
で
、
女
房
は
大
層
笑

っ
た
、
と
あ
る
。

こ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、

女

房
と

の
や
り

と
り
を
楽

し
む
道
命

の
姿

で
、
仏
道

に
専

心
す

る
法
華
経
受
持
者

と
い
う
人
物
像
と
は
、
ま
た
異
な

っ
て

い
る
。

 

以
上
、
『
法
華
経
』

に
関
す

る
説
話

に
見
え

る
道
命
像

は
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
と
ど

の
よ
う
に
関
連
す

る

の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
『
法
華
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経
』
を

講
じ
る

の
に
優

れ
て

い
た
、
と

い
う
道
命
像

は
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
冒
頭
部

「ウ
チ

ペ
マ
イ
リ
タ

マ
ヒ
。
女

二
五

ノ
障

ノ
経
文
イ
ト

ト

フ
ト

ク
講

シ
タ

マ
フ
。
」
と
よ
く
合
致
す
る
。
加

え
て
、
道
命

に
は
、
求
道
者
と
し
て
の
真
摯
な
姿
だ
け

で
な

く
、
軽
妙
な
会
話
を
宮
中
女
房

と
交
わ
す
、
気
軽

で
明
朗
な
性
格
を

示
す
逸
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
道
命
に
お
け
る

こ
の
性
格
設
定

は
、
『
月
刈
藻
集
』
に
描

か
れ
た
、
宮
中

で
女

房
と
歌
を
詠

み
合

う
人
物

と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
と

い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
『
月
刈
藻
集
』
に
お
け
る
良
源
を
、
道
命

に
置
き
換
え
た
と

し
て

も
、
な
ん
ら

不
自
然
は
な

い
の
で
あ

る
。

 

で
は
、
道
命

に
対
し

て
、
師

で
あ

る
良
源
は
ど
う
か
。
良

源
も
宮
中
法
華
八
講
に
出
仕

し
て
お
り
、
法
相
宗

の
法
蔵

・
仲
算

と
熾
烈
な
論
戦

を
繰

り
広
げ

た

「応
和

の
宗

論
」
は
有
名

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
宮
中

で

「女

二
五
ノ
障

ノ
経
文
」
を
講

じ
た
と
す
る
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
冒

頭
部

と

の
間

に
齪
酷
は
な

い
。

し
か

し
、
経
を
講
じ
た
後

に
、
女
房
と
和
歌

の
や
り
と
り
を
す
る
、
と

い
う
本

話

の
展
開
に

の
み
注

目
し
た
場

合
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
は
、

よ
り
道
命

に
ふ
さ
わ
し

い
逸
話
、
と
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

(3
)

女
性

に
関
す
る
説
話

 
さ

て
、
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話

は
、
道
命
と
和
泉
式
部
が
車

に
同
乗
し
て

い
た
時

の
逸
話

で
あ

っ
た
。
道
命
と

和
泉
式
部
と

の
交
渉
に
関
す

る
説
話
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
お
り

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
・
『
古
事
談
』
・
『
沙

石
集
』
な
ど
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

(
日
本
古
典

文
学

大
系
、
岩

波
書
店
、

昭
和
三
十

五
、

五
十
三
～
五
十
四
頁
)

に
は
、
道
命
が
和
泉
式
部

の
元
に
通

っ
て
情
を

か
わ

し
た
後
に
、
精
進
潔
斎

を
せ
ず

に
読
経

を
し
た
為
、
梵
天

・帝
釈

天
で
は
な
く
、
五
條

の
道
祖
神
が
聴
聞

に
来

る
、
と

い
う
話
題
が
見
え

る
。

こ
の
説
話

で
、
道
命

は

「色

に
ふ
け
り
た

る
僧
」
と
評
さ

れ
て

い
る
。
『
古
事
談
』

(
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
七
、

六
十
三
頁
)
に
も

同
話
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、

そ

こ
で
道

命

は

「好
色
無

双
之
人
也
」
と
さ
れ
る
。

又
、
『
沙
石
集
』
に
は
、
和
泉
式
部

の
下

へ
通

っ
て
い
た
道
命

に
、
主
人

の
保
昌
が
復
讐
す

る
、

と

い
う
次

の
話
題
が
載

る
。

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考
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(和
泉
式
部
が
、
畑
中
注
)
保
昌

ニ
ヲ

モ

ハ
レ
テ

ア
リ
ケ

ル

ニ
、
道
命

マ
メ
ヲ
ト

コ
ニ
テ
通
ケ

ル
ガ
、
或
時
保
昌
俄
来

ル
。
隠

ル
ベ
キ
所

 
 
ナ

ク

シ
テ
、
鎧
唐
櫃

〔
に
〕

入

レ
テ
置

タ

ル
ヲ
、
保
昌
サ

ヨ
ト

(
三
字
、
内
本

「サ
ト
リ
」
)
知

テ
、
此
鎧

日

ニ
ホ
セ
ト

テ
、
取
出

ケ

レ

 
 

バ
、

只
今

恥
ガ

マ
シ
キ
事
出
キ
ナ

ム
ト
、

二
人
ナ
ガ
ラ
肝
心

〔
モ
〕
ナ
カ
リ
ケ

ル

ニ
、
蓋

ハ
ナ

ア
ケ

ソ
ト
テ
、

日

ニ
ス

コ
シ
ア
テ

、
後
、

 
 
此
鎧
祇
園

ノ
御
社

ペ
持

テ
参

テ
、
志

ス
事
侍

リ
、
明
神

ペ
タ

テ

マ
ツ
ラ
セ
給

ヘ
ト
、
執
行

ノ
御
房

二
申

セ
ト
テ
、

マ
イ

ラ
セ
ケ
リ
。

御
宝

 
 
前

二
置

テ
、
執
行

ヲ
尋

ヌ
ル

ニ
ナ

シ
。

私

ニ
ハ
開
キ
ガ
タ

シ
ト
テ
、
所
司
神

人
供
待
ケ

ル

ニ
、

ア

マ
リ

ニ
ワ
ビ

シ
カ
リ
ケ

レ
バ
、
唐

櫃

ノ

 
 
中

二
音

ア
リ
テ
、

只
所
司

〔開

二
〕
開
ケ
ト
云
音

ア
リ
。
開
テ
見

二
、
鎧

ハ
ナ
ク
テ
執
行

ノ
御
房
ナ
リ
ケ
リ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十

一
、
四
八
八
頁
)

 

こ
の
説

話
に
お

い
て
道
命

は

「
マ
メ
ヲ
ト

コ
」
と
評
さ
れ

て
お
り
、
主

人
の
留
守
を
狙

っ
て
女

の
も
と
に
通
う
、
色
好

み
の
破
戒
僧
と

し
て

描

か
れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
命
像

も
又
浸
透

し
て

い
た
ら
し
く
、
道
命
を
称
賛

し

て
い
た

『
大

日
本
国
法
華
経
験

記
』

に
も
、

「我

(道

命
、

畑
中
注
)

仏
法

に
入
る
と

い

へ
ど
も
、
三
業

を
調

へ
ず
、
禁
戒
を
持
た
ず
し
て
、
意

に
任
せ
て
罪
を
作
り
き
。
」

(
一
六

六
頁
)

と

い
う
、

女

犯

に
対
す

る

反
省

の
言
葉
が
記
さ

れ
て

い
る
。

以
上

の
通
り
、
道
命

に
は
色
好
み
の
破
戒
僧
、
と

い
う
人
物
像
が
見

て
取
れ
る

の
で
あ
る
が
、

行
尊

に
も
良

源

に
も
そ

の
よ
う
な
側
面
は
見
ら
れ
な

い
。

 
さ

て
、
こ
の
人
物
像
は
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
に
ふ
さ
わ

し
い
も

の
と

い
え

る
だ
ろ
う
か
。
本
話
を
宮
中

に
お
け
る
社
交

の
様
子
を
伝
え
た

説
話
、
と
限
定
す

れ
ば
、

こ
の
人
物
像

も
違
和
感
な
く
受
け

入
れ
ら

れ
よ
う
。

し
か
し
、
後
述
す
る
が

『
月
刈
藻
集
』

の
配
列
、
話
題

の
収
録

目
的

を
考
え

る
と
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
に
お

い
て

「色

好
み

の
破
戒
僧
」
と

い
う
人
物
像

は
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。

 

以
上
、
行
尊

と
道
命

の
人
物
像

に

つ
い
て
概
観

し
た
。

そ
し
て
、
道
命
と
良
源
が
師
弟

関
係
と

い
う
近

い
関
係
に
あ
る

こ
と
、
行
尊

と
道
命

に
重
な

る
部
分

が
見
ら
れ
る

こ
と
、
本
話

の
宮
中

に
お
け
る
社
交
と

い
う
面

の
み
に
注
目
し
た
場
合
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
が
、
道
命

に
ふ
さ

わ

し
い
話
題

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次

に
、
『
月
刈
藻
集
』
に
お
け
る
良

源
関
連
説
話

の
位
置
を
考
察

し
、
本
話

の
主

人
公
が
良
源

で
な
く
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て
は
な
ら
な

い
理
由

に

つ
い
て
言
及
す

る
。

四
、
『
月
刈
藻
集
』

下
巻

に
お
け
る
本
話

の
位
置
-
良
源
和
歌
説
話
の
成
立
1

 
『
月
刈
藻
集
』
の
構
成

、
説
話
配
列

の
原
理
に

つ
い
て
は
、
原
田
行
造
氏
が

「『
月
刈
藻
集
』
の
研
究
ー

構
成

の
実
態
と
説
話

の
特
徴
を
め
ぐ

つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハだ
ね

て
ー

」
と

い
う
論
考

で
明
ら
か

に
し

て
い
る
。

 
 
本
書

は
上
中
下

三
巻

に
組
織

さ
れ
、
筆
者

の
認
定

に
よ
れ
ば
上
巻
六
十
話

・
中
巻

五
十
話

・
下
巻
六
十
七
話

の
計
百
七
十
七
話

に
て
構
成

 
 
さ
れ

て
い
る
。
配
列

の
基
本
原
理
は
、
話
形

・
発
想
上

ほ
ぼ

類
纂
的
な
手
法
が
根
幹
を
な
し
て
い
る
。

 
右

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
通
り
、
『
月
刈
藻
集
』
で
は
、
前

話
題
を
受
け

て
次

の
話
題
が
展
開
す

る
と

い
う
、
話
題

の
連
鎖
が
見
え
る
。

又
、
本

書
下
巻

は
、

同
氏

に
よ
る
と

「歌
論

・
歌
学
と
そ

の
証
歌
や
実
作
上

の
諸
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
」

て
お
り
、
第

一
群

か
ら
第

九
群

で
構
成
さ

れ

て

い
る
、
と
あ
る
。
良
源

に
関
す

る
和
歌
説
話
は
、
第

一
群

「和
歌

の
発
生
と
そ
の
重
要
性
」
に
続
く
項
目
、
第

二
群

「和
歌
的

世
界

の
広
大

さ
と

深
淵
さ
」

に
属

し
て

い
る
。

第

二
群

の
冒
頭
に
は
、
次

の
記
述
が
あ

る
。

 
 

人
語
云
。
歌

ハ
神

明
意
述
ナ
リ
。

代

々
御
示
現
ウ
タ

ニ
テ
シ
メ

シ
タ

マ
フ

コ
ト
多

シ
。

又
佛
心
 
化

モ
 

ニ
テ

コ
ソ
見

ペ
タ
リ

シ
ア

マ
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(「佛
氏
ハ
」
群
書
類
従
本
ナ
シ
)

 
 
繰

リ

サ

レ

ハ
代

々
ノ
神

司
儒
門
惑

子
釈
氏
僧
侶

モ
ウ

タ

ヨ
マ
ヌ

ハ
ア
ラ

シ
。
本
朝
儒
者

ハ
神
明

ヲ
引
テ
オ
ノ

レ
カ
党
ト

シ
。
佛
氏

ハ
神

 
 
明

ヲ
ヲ
ノ

レ
カ
護
神

ト

ス
。

(以
下
略
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(八
十
頁
)

 

こ
の
冒
頭
話

で
は
、
和
歌
が
神
仏
両
教

に
不
可
欠

で
あ

る

こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
お
り
、

「佛
心
教
化
」

は
歌

で
こ
そ
な
さ

れ
る
こ
と
が
多

い
、

神
道

・
儒
教

・
仏
教

の
者
も
歌
を
詠
ま
な

い
も

の
は
な

い
、

と
述

べ
る
。

そ
し

て
、
以
下
に
僧
侶

が
和
歌
を
詠

ん
だ
説
話
を
列
記
し
て
い
る
。

説
話
は

「大
僧

正
慈

円
」
・
「慈
恵
僧
正
」

(本

話
)
・
「謄
西
上
人
」
・
「良
喜
法
師
」
・
二

遍
上
人
」
・
「夢
想
国
師
」
・
「
一
休
」
と
続
き
、
第
三
群

へ
と
移

る
。

こ
の
僧

侶

の
詠
作

に
関
す

る
説
話
群

に

っ
い
て
、
原

田
氏
は
次

の
通
り
述

べ
る
。

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考
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こ

の
群

で

は
、

慈

円

の
仏

教

修

行

が

和

歌

に

よ

っ
て
支

え

ら

れ

て
い
る

こ
と

を

明

示

し
た

後
、

患

㌣

 

 西

・
良

目
・
一
遍

と

ほ

ぼ

・

 
 
伏
舞

に

誉
を

、
め

る

固
な
道
心
が
姜

力

、
美

、
も

一
皮

は
不
、
と

い
う
思
想

に
ウ
脚
し
て
、
⑪

(夢
想
国
師

の
説

話
、
畑
中
注
)
、

 
 
⑫

(
一
休

の
説
話
、
同
)
で
中
近
世

の
名
僧

の
歌
が
提
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

 
原

田
氏

の
説

に
従
う
と
、
『
月
刈
藻
集
』
に
み
え
る
良
源

の
和
歌

は
、
仏
心
教
化

の
為

に
詠
わ
れ
た
歌

で
あ

り
、
本
話

は

「女

犯
を
戒
め

る
堅

固
な
道
心
」

を
主
題
と

し
て
い
る
、

と
な

る
。
次
に
、

同
じ
く
配
列
さ
れ
て
い
る
説
話
を

一
、

二
例
挙
げ

て
、
氏

の
説
を
確
認
す

る
。

 
 

同

云
ク
。

良
喜
法
師
六
波
羅
蜜
寺

ノ
講

ノ
ト
キ
。
導
師

ニ
テ
聴
聞

ノ
中

ヲ
ワ
ケ
テ
高
座

ニ
マ
カ

ル
ホ
ト

ニ
。

ア

ル
女

房

ノ
良
喜
法
師

ノ
ア

 
 

シ
ヲ
オ
サ

ペ
テ
。

イ
タ
ク
ツ
ミ
侍

リ
ケ
レ

ハ
。
サ
テ
高
座

ニ
ア
カ
リ
テ
カ
ク
ゾ

ヨ
ミ
ケ

ル
。

 
 
 

人

ノ
足

ヲ
ツ
ム

ニ
テ
知

ヌ
我
方

ペ
フ
ミ
ヲ

コ
セ

ヨ
ト
云

ニ
ソ
有

ペ
シ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
八
十

一
頁
)

 
右

は
、
高
座

に
上

ろ
う
と
す
る
良
喜
法
師

の
足
を
女
房
が
押
さ
え

て
採

っ
た

の
で
、

そ

の
女
房

に
対

し
て
和
歌

で
応
酬
す
る
、
と

い
う
話
題

で
あ
る
。

本
話

に
お
け
る

「公
衆

の
面
前

で
和
歌
を
詠

み
、
女
房

の
行
動
を
明
ら
か
に
す

る
」
と

い
う
良
喜
法
師

の
行
動

は
、
女
房
を
牽
制
し
、

女

犯
を
戒

め
た
も

の
と
解
釈

で
き
、
本
配
列

の
主
題
と
合
致
す

る
。

又
、
同
じ
く
配
列
さ
れ
る
、
夢
想
国
師

の
話
題
に
は
、
「
ア
ル
ホ
ト

ノ
不
浄

ヲ
ツ

、
ム
皮
衣
色

ニ
マ
ヨ

ペ
ル
人

ソ
キ
タ
ナ
キ
」
(八
十

一
頁
)
と

い
う
和
歌
が
見
え
、
美
し

い
女
性
も

一
皮
下
は
不
浄

で
あ
る
、
と

い
う
不
浄

観

が
詠
ま
れ

て

い
る
。

以
上

よ
り
、
原

田
氏

の
説

は
、
首
肯

で
き
る
も

の
と
確
認
で
き
、
本
話

の
主

題
は

「女
犯
を
戒

め
る
堅
固
な
道
心
」
と

し

て
良

い
と
考

え

る
。

次
に
、
先
行
す

る
説
話
中

の
和
歌
と
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話

の
和
歌
を
比
較

し
、
そ

の
相
違
点

か
ら
本
話

の
主
題

を
確

認
す

る
。

 

ま
ず
、
遊
女
と
女
房

の
和
歌

で
は
、
最
終
句

が
異
な
る
。
前
者
は
、
最
終
句
が

「あ
り
と
こ
そ
き
け
」
と
強
調
す

る
形

に
な

っ
て
お
り
、
遊

女

を
退
け
よ
う
と

し
た
行
尊

を
、
強

い
語
調

で
批
判
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
形

で
あ

る
。

そ
れ

に
対
し
て
、
女
房

の
歌
は
最
終
句
が

「有

ト
聞

ナ
リ
」
と

い
う
伝
聞

の
形

に
変
化

し
て
お
り
、

そ
れ
と
な
く
良
源
を
誘
う
歌

に
ふ
さ
わ
し

い
。
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次

に
、
道
命

と
良
源

の
和
歌

に

つ
い
て
考
察
す

る
。
道
命

と
良
源

の
和
歌

は
土
ハに
、
破
戒
を
恐
れ
て
、
女
性

の
魅
力

を
遠
ざ
け

る
こ
と
誓

っ

た
歌

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
道
命

の
場
合
、

歌
を
詠

じ
た
時

、
既

に
和
泉
式
部
と
車

に
同
乗
し

て
い
た

こ
と
か
ら
、
拒
絶

の
態
度

も
遊
戯
的
と

感

じ
ら

れ
る
。

更
に
、
本
話
が

『
古
今
著
聞
集
』
に
お

い
て
、
「
好
色
」
に
分
類
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
歌

が
道
心
を
主
題
と
し
た
和
歌

で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

一
方
、
良

源

の
和
歌

で
は
、
道
命

の
和
歌

で

「
よ
し
や
よ
し
」
と
あ
る
初
句
が
、
「否
や

い
な
ん
」
と
変
化
し

て
お
り
、
強

い
否
定
を
表
す

「否
や
」
と

い
う
言
葉
が
冒
頭
に
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
語
句

に
は
、
女
房

の
誘
惑
を
擾
ね

つ
け
る
、
良
源

の
克

己
心
が
表

現
さ

れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

以
上
、
字
句

の
変
化
に
よ
り
、
女
房

の
歌

は
、
批
判
的

で
厳
し
さ

を
感

じ
さ
せ
る
遊
女

の
歌
か

ら
誘

い
か
け

の
歌

へ
、
良
源

の
歌
は
、
遊
戯
的
な
気
分
を
も

っ
道
命

の
歌

か
ら
、
誘
惑
を
接

ね

つ
け

る
道

心
を
表

し
た
歌

へ
と
姿
を
変
え

る
。

つ
ま

り
、
本
話

に
お
け

る
和
歌

は
、
『
月
刈
藻
集
』
下
巻
、
第

二
群

の
主
題
に
合
致
し
た
形

へ
と
変

化
し
て
い
る

の
で
あ

る
。

 
先

に
、
説
話

の
舞
台
設
定
や
人
物
像

に
注

目
す

る
と
、
本
話
が
良

源
よ
り
も
道
命

の
説
話

と
し
て
、
ふ
さ
れ

し

い
面
を
持

っ
こ
と
を
指
摘

し

た
。

し
か
し
、
『
月
刈
藻
集
』
の
配
列

・主
題
を
考
慮
す

る
と
、
こ
の
説
話

の
人
物
は
道
命
よ

り
も
良
源
が

ふ
さ

わ
し

い
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
良

源

と
女

性
に
関
す
る
逸
話

に

つ
い
て
考
察

し
、

そ

の
こ
と
を
明
ら

か
に
す

る
。

 
良
源

と
女

性
を
結

び

つ
け
る
記
述
は
、

和
歌
説
話
と
同
様

に
殆
ど
見
ら
れ
な

い
。

し
か
し
、
良
源

に
は
女
性

に
仏
縁
を
結
ば

せ
る
為
に
、

比

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お
 

叡
山

の
外

で
舎
利
会
を
行

っ
た
事
実

が
あ
り
、
『
天
台
座
主
記
』
貞

元
二
年
条

に
は
、
次

の
記
述
が
見
え

る
。

 
 
次

回
囲
閣
]
田
圓

於
神
楽
岳

西
吉

田
社
北
建

立
、
重
閣
講
堂
結
構
、
数

宇
雑
舎

行
会
前
習
礼
。
悉
如
山
儀

式
。 

為

、 
 

山
 
之

 
 
 

、
礼

如

 

口利
、

刀
結
佛
糸
也
。
 

(句
読
点
、
畑
中
)
 

 

 

(渋
谷
慈

鎧
編

『
天
台
座

主
記
』
、
昭
和

四
十
六
、
四
十
四
頁
)

 
右
傍
線
部

に
は

「是
れ
山
嶽

に
禁

登
せ
ざ

る

の
女
人

の
類
、
如
来

の
舎
利
を
礼
拝

し
、
佛
縁
を
結
ば

し
め
ん
が
為
な

り
」
と
あ

り
、
山
外

に

お
け

る
舎
利
会
が
、
女

人
結
界

の
あ
る
比
叡

山
に
登
る
こ
と

の
で
き
な

い
女
性

の
為

に
行
わ

れ
た
、
と
記
さ

れ
て

い
る
。

こ
の
話
題

は

『
今
昔

物

語
集
』
巻
第

十
二

「
比
叡
山
行
舎

利
会

語
第

九
」

に
も
見
え
、
そ

こ
で
も
良

源
は
、
山
外

の
衆
生

(女
人
も
含
)

の
為
に
舎
利
会
を
行

っ
た
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『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考



濫
膓
と
さ
れ

て

い
る
。

又
、
『
撰
集
抄
』

(岩
波
文
庫
、
昭
和

四
十
五
、
七
十
三
～
七
十
六
頁
)
に
は
、
道

心
深

い
娘

に
、
良
源

の
濁
骸
が

『
法

華
経
』
を
授

け

る
、
と

い

っ
た
話
題
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、
「さ

て
も
、
慈
恵

大
師

の
、
遠
国

の
佛
法
ま
れ
な
る
さ

か
柴

山
に
跡
た
れ

て
、
無
佛

世
界

の
衆

生
を
度

し
た
ま

は
ん
と
か
や
。
」
と

の
評

語
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う

に
良
源

は
、
女
性
と
関
わ

る
数

少
な

い
記
述

の
中

で
、
衆

生
を
教

導
す

る
宗
教
的
指
導
者
、
と

し
て
描

か
れ

て
い
る
。

 
『
月
刈
藻
集
』

所
収
話

が
、
『
月
刈
藻
集
』

を
離
れ

て
存
在

し
て
い
た
な
ら
ば
、
説
話

の
主
題
が

「宮
中

に
お
け
る
社
交
」

で
あ

っ
て
も
違
和

感

は
な

い
。

し
か
し
、
本
話

は

『
月
刈
藻
集
』

に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
和
歌
に
よ
る
仏
心
教
化
を
語
る

一
連

の
話
題
に
属

し
て

い
る
。
仏
心
教

化
を
軸

に
展
開
す

る
、

こ
の
配
列

の
中

に
あ

っ
て
は
、
女
房

を
和
歌

で
た

し
な
め
る
人
物
は
、
色
好
み

の
破
戒
僧

で
あ
る
道
命

よ
り
も
、
女
性

を
教
導
す

る
良
源

こ
そ
が
ふ
さ
わ
し

い
。
も
し
、

こ
の
説
話

の
登
場
人
物
が
、
道
命

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
軽
妙
な
和
歌

の
や

り
取

り
、
と

い
う

気
分
が
漂

い
、
道

心
を
堅
持
す
る
僧
侶

の
説
話
と

は
な
ら
な

か

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
説
話

は
、
良
源
を
主
人
公
と

し
、
『
月
刈
藻

集
』

の
配
列

の
中

に
あ

っ
て
こ
そ
、
仏
心
教
化

の
和
歌
説
話
と
し
て
生
き

て
く

る
。
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五
、
混
乱

の
要

因
と
そ
の
過
程

 
さ

て
、
こ
れ
ま

で
本
話
が
、
先
行
す
る

二

つ
の
和
歌
を
利
用

し
て
、
新
た
な
主

題
を
も

つ
和
歌
説
話
を
創
造

し
た
可
能
性

に

つ
い
て
述

べ
た
。

現
時
点

に
お
い
て
、
先
行
す

る
説
話

に
は
類
話
が
見
ら
れ
ず
、
本
話
を
含

む
他

の
文
献
も
見
当
た
ら
な

い
。
本
話
が

『
月
刈
藻
集
』

に
収
録
さ

れ

る
ま

で
に
は
、
様

々
な
文
献

へ
の
収
録
が
想
定
さ
れ
、

又
、
様

々
に
変
遷
を
経
た
も

の
と
考
え

る
の
が
自
然

で
あ

る
。

し
か
し
、
今

は
限
ら

れ
た
資
料

の
中

で
、
考
察
を
進

め
る
よ
り

ほ
か
方
法

は
な

い
。

そ
こ
で
本
章

で
は
、
こ
の
説
話
が
、
行
尊

・道
命

の
説
話
と
ど

の
よ
う
に
関
わ

っ

て
、
形
成
さ
れ

て

い

っ
た
も

の
か
、
仮
説
を
立

て
、
検
証
す
る
。
『
月
刈
藻
集
』

所
収
話
に
関
連
す
る
、
各
作
品

の
時
代

・
場
所

・
登
場

人
物

・

和
歌

・
主
題

に

つ
い
て
、
表

に
ま
と
め
た
も

の
を
次
に
示
す
。



時
代
場
所
登
場
人
物
①

登
場
人
物
②

和
歌
①

(有
漏
地

よ
り
～
)

和
歌
②

(
否
や

い
な

ん
～
)

主
題

『
月
刈
藻
集
』

平
安
中
期

宮
中
良
源
宮
中
女
房

○

(女
房
)

○

(良
源
)

女

犯

を

戒

め
、

た
僧
侶

道
心
を
堅
持
し

『本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』

平
安
後
期

船
上

(江
ロ
神
埼
)

行
尊
遊
女
○

(遊
女
)

×狭

い
料
簡

を
、

れ
た
僧
侶

遊
女
に
戒
め
ら

『
古
今
著
聞
集

』

平
安
中
期

車
中
道
命
和
泉
式
部

×○

(道

命
)

和

歌

を
詠

み
、

侶

女
性
と
戯
れ
る
僧

 
先

に
も
述

べ
た
が
、
右

に
よ

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
逸
話
は
、
時
代
設
定

が
平
安
時
代
と
共
通
す

る
が
、
舞

台
設
定

・
登
場
人
物
に
加
え

て
、

そ

の
言
わ

ん
と
す

る
主

題
も
異
な

り
、
全
く
別

の
説
話

で
あ

る

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
和
歌
が
近
似

し
て

い
る

こ
と
か
ら
、

本
話

の
成
立

に
関

し

て
、

こ
れ
ら

の
作
品
が
全

く

の
無
関
係

で
あ

る
と

は
考

え
難

い
。
現
段
階
で
は
、

そ
の
変
化
が

『
月
刈
藻
集
』
編
者

に
よ

る
も

の
か
、

そ

の
前

段
階

に
お
け

る
も

の
か
、
定

か
で
は
な

い
。

し
か

し
、

こ
れ
ら

の
説
話
か
ら
本
話
成
立

の
過
程
を
探

る
こ
と
は
、
可
能
な

の
で
は
な

い
か
。
先

の
検
討

で
、
本
話
を
め
ぐ
る
人
物
-
行
尊

・
道
命

・
良
源
1

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
す

る
点
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

こ
れ
ら

の
類
似
点

は
、
説
話

に
お

い
て
、

人
物

の
混
乱
を
誘

発
す

る
要
因
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

以
下
、
混
乱

の
要
因
を
指
摘

し
、

本
話

の
成
立
過
程

に

つ
い
て
私

見
を
述

べ
る
。

 
本
話

の
成
立

に

つ
い
て
、
先

に
結
論
を
述

べ
る
と
、
三
段
階

の
混
同
を
経

て
成
立

し
た

の
で
は
な

い
か
、

と
推
測

し
て
い
る
。
ま
ず
、
第

一

段
階
と

し
て
、
行
尊

の
説
話
が
道
命

の
説
話
と
混
同
さ
れ
た

可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。
行
尊

と
道
命
に

は
、

次

の
共
通
点
が
見
え
る
。
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『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考



 
 
①

宮

中

に
縁

が
あ

り
、
歌
人
と
し
て
有
名
な
僧
侶

で
あ
る
。

 
 
②

「
天
王
寺
別
当
」

の
職

に

っ
い
て
い
た
。

 
 
③

物

の
怪

に
取

り
慧

か
れ
た
女
性
を
、

そ
の
験
力

で
治
癒
さ
せ
た
逸
話
が
残
る
。

こ
れ

ら

の
共
通
点

か
ら
、
行
尊
と
道
命
が
、
後
世
に
お

い
て
混
同
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
考

え
ら
れ

る
。

和
歌
に
優
れ
、
「天
王
寺

別
当
」
を
勤

め
た

人
物

で
、
同
じ
よ
う
な
効
験

の
説
話

が
あ

る
と

い
う

こ
と
は
、
二
人

の
人
物
を
混
同
さ

せ
る
に
足
る
要
因

で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
、
「著
名
な

歌

人

・
天
王
寺

別
当

・
験
徳

の
高

い
僧
侶

」
11

「道
命

」
と

い
う
連
想

か
ら
、
行
尊

の
説
話
が
、
道
命

の
説
話
と
し

て
認
識
さ
れ
た
、

と
考
え

る
。
行
尊

の
説
話
に
遊
女
が

登
場
す
る

こ
と
も
、
女
性
に
縁

の
深

い
道
命

の
人
物
像
と
相
侯

っ
て
、
混

同
さ
れ
た
可
能
性
を

示
唆
し

て
い
る
。

っ
ま
り
、
本

話
成
立

の
第

一
段
階
に
は
、
「行
尊

の
説
話
↓
道
命

の
説
話
」
と

い
う
過
程
が
考

え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
な

お
、
行
尊

の
説
話
が
、
道

命

の
説

話
と
混
同
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
本
話

へ
と
流
入
し
た
可
能
性
も
皆
無

で
は
な

い
。

し
か
し
、
行
尊
と
良
源

の
関
係

の
希
薄
さ
か
ら
、

そ

の
可
能

性
は
低

い
と
思
う
。

 
第

二
段
階
と

し
て
は
、
遊
女

の
歌
と
道
命

の
歌
が

一
対
と
な

っ
て
、
説
話
化
し
た
過
程
が
想
定

で
き
る
。
両
話
に
お
け
る
和
歌

に
注
目
す

る

と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
和
歌
は
、
僧
侶

に
対
し

て

「遊
女
」
・
「和
泉
式
部
」
と

い
う
、
色
を
好

み
の
女
性
が
関
わ

っ
て
い
る
と

い
う
共
通
点

を
も

つ
。

ま

た
、

両
歌
と
も

に

「僧
侶

の
破
戒

」
と

い
う
主
題
を
読

み
込
ん
だ
歌

で
あ
る
点

も
共
通
す

る
。
ま
ず
、
共
通

の
人
物
設
定
、
共
通

の
主
題
か

ら
、

元

々
は
別

の
説
話
に
読

み
込
ま
れ
た
和
歌
が
、

一
対

の
贈
答
歌
と
な

っ
た
と
仮
定

で
き
、

そ
の
上

で

「女

二
五
ノ
障

ノ
経
文
」
と

い
う

鍵

と
な
る
言
葉
を
中
心
に
、

そ
れ
ら

の
和
歌
を
含

む
説
話
が
成
立

し
た
、

と
考

え
る

こ
と
が

で
き

る
。

っ
ま
り
、
第

二
段
階

と
し
て
は

「遊
女

の

和
歌

+
道
命

の
和
歌

聾
女
房

と
道
命

の
贈
答
」
と

い
う
過
程
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 

第
三
段
階
と

し
て
、

こ
の
説
話
が
道

命
か
ら
良
源

へ
と
、
人
物
を
転
換
さ
せ
る
段
階
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先

の
検
討
で
、
『
月
刈
藻
集
』

所
収
話

に
は
、
良
源

の
弟

子
、
道
命

に
ふ
さ
わ
し

い
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

で
は
、
道
命

に
ふ
さ
わ

し

い
こ

の
話
題
が
、
何
故
、
良

源
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の
説
話
と

し
て
収
録
さ

れ
て

い
る

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
、
故
意

に

「道
命
」
を

「良
源
」

へ
と
改
変

し
た
可
能
性
、
偶
然
に
両
者
が
混
乱

し
て
伝
え
ら

れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
前
者

で
あ
る
場
合
、
前
章

で
述

べ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
、
説
話

の
主
題
に
合
わ

せ
て
人
物

の
改
変

が
な
さ

れ
た
も

の
、

と
推
測

で
き

る
。
後
者

の
場
合
、
混
乱
を
誘
発
す

る
要
因
と
し
て
、
良
源
と
道
命
が
師
弟
と

い
う

近
い
関
係

に
あ

っ
た

こ

と
、
両
者
共

に

『
法
華
経

』
に
関
す

る
説
話
が
伝

わ

っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
『
月
刈
藻
集
』
の
成
立
年
代
が
、
江
戸
期

で
あ

る
こ

と
を
考
慮
す

る
と
、
時
代
が
隔
た
る
内

に
、
道
命

の
逸
話
が
、
師

の
良
源

の
逸

話
と

し
て
、
記
憶
さ
れ
た

こ
と
も
十
分
に
あ

り
得

る
だ
ろ
う
。
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ぢ
 

時
点

で
は
、
故
意

の
改
変

か
、
人
物

の
混

乱
か
、
判
断
す

る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、
い
ず

れ

の
場
合

で
あ

っ
た
と
し

て
も
、
本
話
が
、
様

々

な
混

乱
を
経

て
成
立

し
た
説
話

で
あ
り
、
良
源

に

こ
う
あ

っ
て
欲

し
い
、

と
思
う
人

々
の
願
望
か
ら
生
ま
れ
た

こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
狭

い
料

簡
を
断

じ
ら

れ
た
僧

(行
尊
)
、
色
好

み

の
破
戒
僧

(道
命

)
と
い
う
、
僧
侶

の

マ
イ
ナ

ス
面
を
伝
え
た
説
話

は
、
主
人
公
を
良
源
と

し
、
『
月

刈
藻
集
』

に
収
録
さ

れ
る

こ
と
で
、
仏
心
教
化
を
主

題
と
す

る
説
話

へ
と
転
換

し
、
新
た
な
説
話
と
し
て
生
命
を
得
た

の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 

お
わ
り

に
1
良
源
像
の
変
遷
の
中
で
1

 

以
上
、
『
月

刈
藻
集
』

所
収
話

に

つ
い
て
、
女

房

・
良

源

の
和
歌
を
中
心

に
考
察

を
し
、

そ

の
成
立
過
程

に

っ
い
て
仮
説
を
立

て
、
検
証

し

た
。
結
果
、
本
説

話
が
何
段
階

か

の
混
乱
を
経

て
成
立
し
、
『
月
刈
藻
集
』
に
収
録
さ
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
新

た
な
意
味
を
持

つ
説
話

へ
と
変

化
し
た

こ
と
を
述

べ
た
。

 
さ

て
、

こ
の
話

題
は
、
良

源
像

の
変
遷
を
考

え
る
上
で
も
、
興
味
深

い
要
素
を
持

っ
て
い
る
。
最
後

に
な
る
が
、
良
源
像

の
変

遷
と
本
話

の

関
係

に

つ
い
て
、

少
し
く
触

れ
る
。

 
京
都
藍
山
寺

に
は
、
良
源

の
遺
品
と
さ
れ

る
鬼

面
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
鬼
面

に
ま

つ
わ
る
逸
話
と
し

て
、
良
源

の
異
形
像
に

つ
い
て

述

べ
る
中

で
、
平
林
盛
得

氏
は
次

の
伝
説
を
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

 
 

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
詣
考
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こ
う
し
た
異
相
像

の
反
動
と
し
て
、
良
源
は
実
際
は
大
変
や
さ

し
い
綺
麗
な
顔

つ
き
を
し
て
い
て
、
内
裏
に
参
上

す
る

の
に
さ

い
し
、

 
 
宮
中
女
官

の
噂

に

の
ぼ

る
の
を
嫌

い
、
わ
ざ

と
鬼
面
を
用
意

し
、
参
内

に
は
こ
の
面
を
か
ぶ

っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
良
源
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
、

二

=
二
～
二

一
四
頁
)

 
鬼

面
を

つ
け

て
宮
中

に
参
内
す
る
美
貌

の
僧

侶
。

こ
の
良
源
像

は
強

い
印
象

を
残
す
が
、
古

い
時

代

に

こ
の
よ
う
な
良
源
像

は
見
ら
れ
な

い
。

平
林

氏
が

「
こ
う
し
た
異
相
像

の
反
動
と
し

て
」
と
述

べ
る
通
り
、
『
元
亨
釈
書
』
な
ど

に
は
、
良
源
が
魔
を

調
伏
す

る
よ
う
な
容
貌

(鬼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バに
 

の
よ
う
な
姿
)

で
あ

っ
た
、
と
あ

る
。
『
元
亨
釈
書
』
の
記
述
か
ら
も
分

か
る
通
り
、
当
初
、
良

源

の
鬼
よ
う
な
姿

は
、
魔

を
調
伏
す
る
為

の
姿

で
あ
り
、

女
性

を
遠
ざ

け
る
為

の
姿

で
は
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

又
、
右

の
伝
説

の
他
に
も
、

こ
れ
に
類
似

し
た

「
豆
大
師
」

の
伝
説
が
伝

わ

る
。

「
豆
大
師
」
と
は
良
源

を
描

い
た
護
符

で
、
小
さ
な
良
源

の
姿
が
刷

ら
れ

て
い
る
。

こ
の
姿

は
、
良
源
が
宮
中

に
参
内
す
る
時
、
女
官

に
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ムれ
 

つ
か
ら
な

い
よ
う
、
豆
粒

ほ
ど

の
大
き
さ

に
変
身

し
た
、

と
い
う
伝

説
を
起
源
と
し
て
い
る
。
広
く
探
索

し
得
た
も

の
で
は
な

い
が
、

こ
れ
ら

の
伝
説

は
、
口
碑

で
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
み
で
、
明
確

な
出
典
が
見
当
た
ら
な

い
。
出
典
不
明

で
あ
る
、
こ
れ
ら

の
伝
説

の
起
源
を
考

え
る
時
、

『
月
刈
藻
集
』
所
収
話

は
、

い
く

つ
か

の
示
唆

を
与
え

て
く
れ
る
。

 

『
月
刈
藻
集

』
所
収
話
中

に
描

か
れ
る
、
女
性
か
ら

の
誘
惑

を
退
け

る
良
源
像

は
、
先

に
述
べ
た
二

つ
の
伝
説

に
見
え
る
良
源
像

と
同

一
で
あ

る
。

前
後
関
係

は
不
明

で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は

「女
犯
を
戒

め
る
」
と

い
う
、
同
じ
発
想

か
ら
生
じ
た
逸
話

で
あ
る
と

い
え

よ
う
。

と
す
る
と
、

鬼

面

の
伝
説

は
、
『
元
亨
釈
書
』
な
ど

に
見
え
る
、
鬼

の
よ
う
な
姿
を

し
た
良

源

の
逸
話
と
、
『
月
刈
藻
集
』

に
見
え

る
、
宮
中
女
房

と

の
逸
話

が

一
体
化

し
て
生

じ
た
も

の
か
も
し
れ
な

い
。

又
、
『
月
刈
藻
集
』

の
成
立
年
代
は
、
江
戸
期
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
『
月
刈
藻
集
』

所
収
話

か

ら

は
、
良
源

の
死
後
、
長

い
時
間
を
経

た
江
戸
時
代

に
、
「宮
中

に
参
内
す

る
美
貌

の
僧
侶
」
と

い
う
良
源
像
が
求

め
ら
れ
、
新

た
な
説
話
が
展

開
さ
れ
た

可
能
性

が
示
唆
さ

れ
る
。

そ
し
て
、
美
貌

の
良
源
は
、
道
心
を
守

る
為

に
、
あ

る
時

は
歌
を
詠
み
、
あ

る
時

は
鬼

面
を
着

け
、
あ

る

時

は
豆
粒

ほ
ど

に
小
さ

く
な

る

の
で
あ

る
。
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良
源

の
伝

記
資

料
を
申
心
に
、

そ

の
人
物
像
は
、
時
代
を
経

る
に
従

っ
て
、
超
人
的
な
側
面
が
強

調
さ
れ
、

神
格

化

の
傾
向
が
強
ま
る
、
と

 
 
 
 
 
 
 
 
お
ソ

論

じ
た

こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
『
月
刈
藻
集
』
所
収
話
に
は
、
そ
れ
と
は
別

の
良
源
像
が
描

か
れ

て
い
て
、
興
味
深

い
。

『
月
刈
藻
集
』
所
収

話

の
出
典

が
限
定

出
来
な

い
為
、
「女
犯
を
戒

め
、
道
心
を
守

る
良
源
像
」

の
上
限
が
、
ど

の
辺
り
に
求
め
ら
れ

る
も

の
か
、
現
時
点

で
は
限
定

で
き
な

い
。
良
源
像

の
変

遷
を
考
え

る
上

で
、
重

要
な

こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。

【注
】
引
用
文

の
字
体
は
、
概
ね
通
行

の
も

の
に
改
め
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
は
、
畑
中
が
付
し
た
。

(1
)
『
月
刈
藻
集
』

の
解
説
を
載

せ
る
辞
書
類
は
、
本
書
中

に
細
川
幽
斎

の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
没
年
で
あ
る
慶
長
十
五
年

(
一
六

一
〇
)
を

 

成
立

の
上
限
と
し
、
下
限
を
注
記
に
あ

る

「寛
永
午
春
」
1
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
・
寛
永
十
九
年

(
一
六
四
二
)
1

と
し
て
い
る
。

こ
の
説

の
他

 

に
、
内
容

の
検
討

か
ら
、
上
岡
勇
司
氏
は
、
現
存
本
の
成
立
を
宝
永
三
年

(
一
七
〇
六
)
以
降
と
し
、
三
輪
正
胤
氏
は
、
本
書
成
立
を
元
禄
年
間

(
一

 

六
八
八
～

一
七
〇
四
)
と
す
る
。
依
拠
し
た
辞
書
類
、
論
文
は
以
下
に
示
す
。

〈辞
書
類
〉
『
群
書
解
題
』
・
『説
話
文
学
辞
典
』
・
『
日
本
古
典
文
学
大
辞

 

典
』
・
『
和
歌
大
辞
典
』
・
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
・
『
説
話
文
学
史
ー
説
話
文
学
小
事
典
』
・
『
日
本
説
話
伝
説
大
事
典
』
・
『
日
本
説
話
小
事
典
』

〈論

 

文
〉
上
岡
勇
司

「『
月
刈
藻
集
』

の
成
立
に
関
す
る
問
題
1

『
本
朝
語
園
』
と
の
対
比
か
ら
ー

」

(北
海
道
教
育

大
学
札
幌
分
校
国
文
学
第
二
研
究
室

 
 
『
国
文
学
研
究
叢
書
』
六
号
、
平
成
二
、

一
～
十
三
頁
)
・
三
輪
正
胤

「『
月
刈
藻
集
』

下
巻
冒
頭
部
を
読
む
ー
・吉

田
流
神
道
と

の
関
わ
り
ー
」

(説
話

 

と
説
話
文
学

の
会
編

『説
話
論
集
』
第
三
集
、
清
文
堂
、
平
成
五
、
三
四
七
～
三
七
九
頁
)

(2
)
『
国
書
総

目
録
』

に
よ
る
と
、
静
嘉
堂
文
庫

・
東
京
大
学

・
実
践
女
子
大
学
に
写
本
が
存
在
す
る
。

こ
の
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部

の
写
本
が
、
国
文

 

学
研
究
資
料
館

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
な

っ
て
い
る
。
活
字
本
と
し
て
は
、
『
続
群
書
類
従
』
三
十
三
輯
上

(続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
三
十
三
、

 

三
十
八
～
百
頁
)
が
あ
る
。
本
稿
に
お

い
て
は
、
書
陵
部
本
と

の
対
校
が
あ
る

『
続
群
書
類
従
』
を
使
用
し
、
適
宜
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本

・
実
践
女

 

子
大
学
所
蔵
本

で
補
完
す
る
。
な
お
、
東
京
大
学
所
蔵
本
は
、
本
稿
引
用
箇
所

の
本
文
を
欠
く
。

(
3
)
『
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』
に

こ
の
和
歌
は

「万
葉
集
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
『
万
葉
集
』
に
こ
の
和
歌
は
見
当
た
ら
な

い
。

(4
)
『
新
編
国
歌
大
観
』
よ
り
、

「
い
が
ぐ
り
」
と

「え
む
」
を
読
み
込
ん
だ
和
歌
を
挙
げ

る
。

「手
に
と
れ
ば
人
を
さ
す

て
ふ

い
が
ぐ
り
の
ゑ
み

の
内
な
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『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考



 

る
刀
お
そ
ろ
し
」

(『
夫
木
和
歌
抄
』

日竃

8

)
「た

の
む
そ
よ
秋
の
は
や

し
の
い
が
ぐ
り

の
時
に
あ
ひ
て
も
ゑ
む
身
な
れ
と
は
」

(『
雪
玉
集
』
養

戯
c。
)

(5
)
山
本
節
氏
は

「道
命
と
和
泉
式
部

の
説
話
」

(東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

『
国
語
と
国
文
学
』
五
十
七
巻
三
号
、
昭
和
五
十
五
、
四
十

一
～
五
十
七

 

頁
)

の
中

で
、
本
歌
が
寂
然

の

『
唯
心
房
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
は

『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
の
出
典
を
考
え
る
上

で
も
注
意
さ

 

れ
る
が
、
私
家
集
大
成
所
収

の

『唯
心
房
集
』

(関
戸
家
本
系

・
書
陵
部
本
系
)
に
、

こ
の
和
歌
は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
。

(
6
)
『
尊
卑
分
脈
』
第
三
篇

(国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
六
、
五
六
四
頁
)
に
、
基
平
男
と
し
て
記
述
が
あ
り
、
「
〔保
延
元
年

二
五
入
滅
〕

 

八
十

一
才
/
牛
車
 
修
験
名
徳
/
法
務
明
行
法
親
王
弟
子
/
大
僧
正
護
持
/

〔天
台
座
主
〕
/
平
等
院
/
母
/

〔寄
人
金
葉

以
下
代

々
作
者
ご

と
注

 

記
さ

れ
て
い
る

(/
は
改
行
を
示
す
)。

又
、
『
僧
綱
補
任
』
第
五

(大
日
本
仏
教
全
書
、
興
福
寺
叢
書
第

一
、
第

一
書
房
、

一
八
二
頁
)
永
久
六
年

に

 
 
「権

僧
正
行
尊
 
五
月
廿
九
日
補
任
四
天
王
寺
別
当

畠
困
法
務
〕」
と
あ
る
。
な
お
、
行
尊
の
事
跡
に

つ
い
て
は
、
近
藤
潤

一

『
行
尊
大
僧
正
i
和
歌

 

と
生
涯
1
』

(桜
楓
社
、
昭
和
五
十
三
)
に
詳
し
い
。

(
7
)
『
尊
卑
分
脈
』
第

一
篇

(国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
二
、
三
三
七
頁
)。
な
お
、
道
命

の
事
跡

に

つ
い
て
は
、
田
中
新

一

「道
命
阿
閣
梨

 

の
伝
記
的
考
察
」
(愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

『
国
語
国
文
学
報
』
第
四
十
二
集
、
昭
和
六
十
、
五
十
九
～
六
十
九
頁
)
に
詳
し
い
。

(8
)
注

(
5
)
論
文
で
は
、
道
命
を
と
り
上
げ
、

「歌
人
」
・
「好
色

の
人
」
・
「法
華
経
」
と

い
う
言
葉
に
着

目
し
て
、
説
話
に
見
え
る
人
物
像
を
明
ら
か

 

に
し
て
い
る
。

又
、

「聖
と
遊
女
」
の
伝
承
と

「天
王
寺
」
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
指
摘
が
あ
り
、
行
尊
と
道
命

の
混
同
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深

い
。

(9
)
行
尊

の
和
歌
に
関
す
る
話
題
は
、
次

の
書
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。
『
宝
物
集
』
(新

日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
、

一
二
八
～

一
二
九

 

頁
)
・
『
古
今
著
聞
集
』

(日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十

一
、
八
十
八
頁
)
・
『
撰
集
抄
』

(岩
波
文
庫
、
昭
和
四
十
五
、
二
六
六
～
二
六

 

七
頁
)

(
10
)
道

命

の
和
歌
に
関
す

る
話
題
は
、
次

の
書
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。

 
 

①

「わ
た

っ
海
に
親
お
し
入
れ
て
こ
の
主
の
盆
す
る
見
る
ぞ
あ
は
れ
な
り
け
る
」

 
 
 

『
枕
草
子
』

(日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
三
、
三

一
六
～
三

一
七
頁
)
・
『
古
本
説
話
集
』

(新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書

 
 
 

店
、
平
成
二
、

四
二

一
頁
)
・
『
世
継
物
語
』

(続
群
書
類
従
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和

二
、

一
五
九
頁
)

 
 

②

「
い
か
な
ら
ん
聞
か
ば
や
死
出

の
山
桜
思
ひ
こ
そ
や
れ
君
が
ゆ
か
り
に
」
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『栄
花
物
語
』

(
日
本
古
典
文
学
大

系
75
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九
、
四
二
一二
頁
)

 
 

③

「古
郷

は
浅
茅
が
原
と
あ
れ
は
て
て
夜
も
す
が
ら
虫

の
声

の
み
ぞ
す
る
」

 
 
 

『
宝
物
集
』

(新

日
本
古
典
文
学
大

系
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
、
三
十
六
頁
)

(
11
)
良
源

の
和
歌
に
関
す
る
記
述
は
、
『
貫
之
集
』
(
田
中
登
編

『
校
訂
貫
之
集
』
、
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十

二
、
二
〇
二
頁
)
に
紀
貫
之
と

の
贈
答
歌
が
、

 
 
『
袋
草
紙
』

(新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
七
、

一
五
三
頁
)
に

『
続
後
撰
集
』
入
集
歌
で
あ
る

「そ
の
か
み
の
雲
ゐ
の
に
は
に
あ
ま

 

れ
り
し
草

の
む
し
ろ
も
け
ふ
や
し
く
ら
ん
」
が
、
『
元
三
大
師
利
生
記
』

(続
天
台
宗
全
書

.史
伝

2
、
春
秋
社
、
昭
和
六
十
三
、
二
五
六
頁
)
に
慈
恵

 

大
師
七
猿
歌
が
載

る
。

(
12
)
『
今
昔
物
語
集
』

(日
本
古
典
文
学
大
系

24
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
、

一
九
四
頁
)
「天
台
座
主
慈
恵
大
僧

正
ノ
弟
子

ニ
ナ
ム
有
ケ

ル
。
」
・
『
元
亨

 

釈
書
』

(国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
、
二
八
〇
頁
)
に

「少
登
叡
山
。
事
慈
恵
。
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
長
保
三
年

(
一
〇
〇

一
)
太
政
官
符

 

に
は
、

「故
僧
正
尋
禅
入
室
」

の
弟
子
、
と
の
記
述
が
あ
る

(『
大
日
本
史
料
』
第
二
篇
之
十
五
、
東
京
大
学
、
昭
和
四
十
、
三
五
二
頁
)。
良
源

の
没

 

年
は
寛
和
元
年

(九

八
五
)
で
あ
り
、
道
命
は
良
源
最
晩
年

の
弟
子
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
良
源
没
後
、
そ

の
後
継
者

で
あ
る
尋
禅

に
師

 

事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
13
)
道
命

の

『
法
華
経
』
に
関
す
る
話
題
は
、
『宇
治
拾
遺
物
語
』

(
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
五
、
五
十
三
～
五
十
四
頁
)
・
『
雑
談

 

集
』

(中
世

の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
昭
和
四
十
人
、
二
三
一二
～
二
一二
四
頁
)
・
『東
斎
随
筆
』
(中
世

の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
昭
和
五
十
四
、
二
二
八

 

～
二
二
九
頁
)
に
見
え
る
。

こ
れ
ら

の
説
話
は
、
道
命
が
和
泉
式
部

の
も
と
に
通

っ
て
い
た
時
の
話
題
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
、
和
泉
式
部
と

の
関
わ

 

り
も
見
て
取
れ
る
。
注

(
5
)
論
文
に
、
両
者

の
説
話
に
関
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
他
、
両
者

の
関
係
に

つ
い
て
は
多
く

の
論
考
が
あ
る
。

(
14
)
良
源
に
は
、
円
融

天
皇
が
不
調
の
折
、
祈
祷

の
験
が
あ

っ
た
、
と

い
う
逸
話
が
伝
わ

っ
て
い
る
。
良
源

の
場
合
、
治
療
し
た

の
が
円
融
天
皇

で
あ
り
、

 

女
性
で
は
な

い
点
が
行
尊

・
道
命
と
異
な
る
。

 

こ
の
逸
話
は
良
源

の
主
要
伝
記
を
は
じ
め
、
多

く
の
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

一
例
と
し
て
、
『慈
恵
大
僧
正
伝
』

の
記
述
を
次
に
載
せ
る
。

 

「朱
雀
仙
院
御
宇
之
間
。

天
元
四
年
八
月
。
禁
省
有
災
。
遷
御
後
院
。

干
時
天
皇
聖
体
乖
預
。
似
有
邪
気
。
遠
近
訪
君
。
群
臣
窮
薬
。
積
精
祷
求
曾
無

 

効
験
。
詔
命

比
下
。
礼
請
和
尚
。
和
尚
遂
応
勅
命
。
侍
禁
省
勤
修
法
。
崇
朝
加
持
。

玉
体
燕
安
。
和
尚
之
宿
房
。
丞
相
納

言
。
済
済
送
之
。
蓋
又
論

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考
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緯
之
旨
也
。

同
十
六
ヨ
。
結
願
之
後
。

賜
以
輩
車
。

又
施
菩

提
子
念
珠
。
綾
法
服

一
対
。
沙
金
百
両
。
度
者

二
人
。
佛
法

之
験
。
於
是
柄
焉
。
其
時

 

在
禁
中
者
修
観
。
和
尚

日
。
鳴
呼
禅
侶
当
如
斯
哉
。
同
二
十
六
日
又
玉
体
有
悲
。
和
尚

又
応
勅
喚
参
内
。
念
諦
之
間
。
風
霧
忽
霧
。
」
(続
天
台
宗
全
書

 
 

史
伝
2
、
春
秋
社
、
昭
和
六
十
三
、

一
九
六
～

一
九
七
頁
)

 
 

行
尊
に

っ
い
て
は
、
『今
鏡
』

(講
談
社
学
術
文
庫
㈲
、
昭
和
五
十
九
、
二
二
一二
～
二
二
四
頁
)
に
次
の
話
題
が
載

る
他
、
麗
景
殿

の
女
御

(藤
原
延

 

子
)

の
病
を
験
力

で
治
療
し
た
話
題

(『
古
今
著
聞
集
』
等
)
が
知
れ
る
。

 

「仁
和
寺

の
女
院

の
、
女
御
参
り
に
や
侍
り
け
む
、
御
物

の
怪
、
そ
の
夜
に
な

り
て
起
ら
せ
給
ひ
て
、
に
は
か
に
大
事
に
お
は
し
ま
し
け

る
に
、

こ
の

 

僧
正
祈
り
申

し
給

ひ
け
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
お
こ
た
ら
せ
給

ひ
て
、
御
車
に
た
て
ま

つ
り
て
出
で
さ
せ
給
ひ
に
け
る
あ
と
に
、
物
懸
き
に
物
う
た
せ
て
ゐ

 

さ
せ
給

へ
り
け
る
こ
そ
、

い
と
め
で
た
く
侍
り
け
れ
と
伝

へ
う
け
た
ま
は
り
し
か
。
」

(
15
)
原

田
行
造

「『
月
刈
藻
集
』

の
研
究
i

構
成

の
実
態
と
説
話
の
特
徴
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(金
沢
大
学
教
育
学
部

『金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要

(入
文
科

 

学

・
社
会
科
学
編
)』
第
三
十
号
、
昭
和
五
十
六
、

一
～
十
六
頁
)

(
16
)
『
日
本
紀
略
』

(国
史
大
系

11
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
癩
四
、

=
壬
二
頁
)
貞
元
二
年
四
月
廿

一
翼
条
に

「今
日
。

天
台
座
主
良
源
於
神
楽
岡
吉

田
寺
修

 

舎
利
会
。
」
と
あ

る
。
『
今
昔
物
語
集
』

(日
本
古
典
文
学
大
系

24
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
、

一
四

一
頁
)
に
は
、
「而
ル
間
、
山

ノ
座
主
慈
恵
大
僧

 

正
、
此

ノ
会

(舎
利
会
、
畑
中
注
)
ヲ
母

二
礼

マ
セ
ム
ガ
為

二
、
□
年
ノ
ロ
月
□
日
、
舎
利

ヲ
下
シ
奉

テ
吉

田
ト
云
フ
所

ニ
テ
此

ノ
会

ヲ
行

フ
。
」
と
、

 

良
源
が
母

の
為
に
舎
利
を
比
叡
山
か
ら
下
ろ
し
、
吉
田
寺
で
舎
利
会
を
行

っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
同
様

の
記
述
は

『
栄
花
物
語
』
に

 

も
見
え
る
が
、
良
源

の
母
は

こ
の
時
点
で
既
に
他
界
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら

の
記
述
は
史
実
と
は
異
な
る
。

(
17
)
『
月
刈
藻
集
』

で
は
、

こ
の
話
題
以
外
に
も
、
人
物
に

つ
い
て
混
乱
が
見
ら
れ
る

(堀
川
右
大
臣
顕
光
女

の
逸
話
な
ど
)
。

こ
の
現
象
は
、
『
月
刈
藻

 

集
』
自
身

の
問
題
で
あ
る
も

の
か
、

そ
の
前
身
と
な
る
資
料
に
既
に
そ
の
混
乱
が
見
ら
れ
た
も

の
か
、
現
段
階

で
は
判
断
が

つ
き
か
ね
る
。

(
18
)
良

源

の
護
符
に
関
す
る
記
述

は
、
『
元
亨
釈
書
』

(国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
、
七
十
七
頁
)
に
、

「源
道
良
雄
毅
。
自
把
鏡

写
照
日
。
置

 

我
像
之
所
必
辟
邪
魅
。
従
菰
模
印
。
天
下
争
伝
。
方
今
人
屋
間
架
戸
扉
之
間
。
勧
貼
殆
偏
。
」
と
あ
る
。
時
代

の
下
が

っ
た

『
東
叡
山
寛
永
寺
元
三
大

 

師
縁
起
』

(続
天
台
宗
全
書
 
史
伝
2
、
春
秋
社
、
昭
和
六
十
三
、
二
四
五
頁
)
に
は

「夜
叉
の
形
を
現
じ
。
鏡
に
御
影
を
う

つ
し
て
。
」
と
あ
り
、
良

 

源
が
鬼

の
姿

に
現
じ
た
と
明
確

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

24



(
19
)
中
尾
尭

・
今
井
雅
晴
編

『
日
本
名
僧
辞
典
』

(東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十

一
、

一
八

一
頁
)

(
20
)
畑
中
智
子

「良
源
像
の
変
遷
」
(博
士

(文
学
)
学
位
請
求
論
文
、
平
成
十
七
年
三
月
京
都
女
子
大
学
に
提
出
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(乎
成

十
七
年

三
月
本
学
大
学
院
博
士
後
期

課
程
修
了
、
京
都
女

子
大
学
博
士

(文
学
)
取
得
)

25

 

『
月
刈
藻
集
』
良
源
関
連
説
話
考


